
リフォームの基礎知識

株式会社サイネックスによる編集記事ページです このページは有料広告ページです

契約前に疑問点・不安点は徹底的に確認しましょう。
見積書・提案書や契約書だけでなく、打ち合わせの際の
資料やメモなど書類にはしっかり目を通し、保管してお
きましょう。

▶施工業者の事業内容がリフォーム目的と合致しているか？
▶実績や業務内容を吟味。信頼できる事業者か？
▶候補を数社選んで同じ条件で見積書を提出してもらい、　

検討したか？

事業者を決める～契約するStep 2

▶事業者立ち会いの下、確認をし説明をうけたか？
▶今後のメンテナンスや保証先を確認したか？

着工後Step 4

定期的に施工業者から報告・連絡を受けるようにしま
しょう。また、不安がある場合は施工業者の担当者を通
じて確認するようにしましょう。

▶工事に向けての準備や近隣への周知は大丈夫か？
▶工程表に基づいて進んでいるか？
▶変更・追加などが発生していないか？

着工Step 3

▶時期、期間は？  ▶予算は？

リフォームの目的から具体的な計画を立てましょう。
この時点での情報収集も大切なポイントです。

Step 1 具体的な計画をたてる

建物の一部分の改装もリフォームですし、全面改装でもリ
フォームです。当然のことですが、手を加えれば加える程かか
る費用は増えていきます。例えば、畳
敷きの6畳間をフローリングに替え
る場合は十数万円ですが、家全体に
及ぶ大掛かりな改装の場合は、建替
えの方が安くなる事もあります。

Q.1

A 改装の範囲で変わっていきます

リフォームの費用はどのくらい
かかりますか？

Q.2

A まずは現在の不満点を挙げてみましょう

満足いくリフォームのポイントは？

Q.3

A 2～3社は候補を挙げて比較しましょう

信頼のおける業者とは？

現在のお住まいの不満のある所をリストアップする事をおすす
めします。そうする事でただ漠然と不満に感じていた事も具体
的に検討出来るようになり、優先順位をつけて内容の整理もし
やすくなります。
また、キッチンなどの設備の取り替えを
お考えの場合は、ショールームなどで実
際に見て触ってみる事も重要です。

◎費用の安さで決めずに、契約内容に納得した上で契約をか
　わしましょう。
◎建築士や増改築相談員などの資格者がいるか確認しましょう。
◎経験豊富で実績がある事業者かどうか確認しましょう。
◎アフターフォローはどうなのか、必ず確認しましょう。

リフォームの疑問リフォームの進め方とポイント

　敷地面積に対して建てられる建物の
大きさは、「建ぺい率」と「容積率」で
制限されています。
　建ぺい率と容積率は地域ごとに細か
く設定されていて、厳しい地域では50
坪の敷地であっても延べ床面積25坪の
小さな家しか建てられない
こともあります。
　設計をする上で重要な
事項ですので、真っ先に
確認する必要があります。

建ぺい率と容積率

知っておきたい！

　　　　　建築法規

　室内の床や壁、柱、家具などの木製品
は、多くは何らかの塗装がされています。
特に大量生産の製品はそのほとんどに
化学塗料が使われています。
　近年、シックハウス症候群の原因とな
る、化学物質による室内の空気汚染が問
題視されています。お子さんやご家族が
アレルギー体質なら業者にまず相談する
必要があるでしょう。

自然塗料

まだまだこんな！
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　みなさん、日常点検をきちんとしていますか？定期的な点検整備も実施していますか？クルマの部品は、走行や時間
の経過に伴って知らない間に劣化・摩耗しています。しかし、日頃の点検を怠らなければ、運転中のトラブルの多くは回
避できるのです。日常点検をしっかりと行い、安全で快適なドライブを楽しんでください。

　渋滞時のノロノロ運転時などに起きやすいトラブルがオー
バー・ヒート。冷却水の温度が異常に上がって起きる現象です。
オーバー・ヒートは、冷却水の不足、ファン・ベルトのゆるみや切
れなどが原因で発生します。オーバー・ヒートが起こる前には、エ
ンジンの回転が不安定になり、水温計が異常に上昇します。日頃
から冷却水の量の点検や、ファン・ベルトの張り具合などを点検
してこのようなトラブルを避けましょう。

オーバーヒート

　車輪が脱落するまでには予兆があります。日常点検・定期点検
をしっかり行えば脱落は防止できます。 ホイール・ボルト・ナット
の取り扱いは正しく行いましょう。タイヤ交換時における不適切な
取り扱いが、ホイール・ボルトの折損やディスクホイールの亀裂な
どを引き起こし、車輪の脱落などの重大事故を引き起こすことが
あります。日常点検・定期点検をしっかり行なえば脱落は防止で
きます。ディスクホイールのボルト穴まわりに摩擦・変形・亀裂な
どがないかも、しっかりチェックしておきましょう。

車輪の脱落

　走行中のトラブルでいつも上位を占めるのがバッテリ上がり。
パワー・ウインドをはじめ、カー・ナビ、カー・ステレオ、エアコン
など、装備品の使用に応じてバッテリの消耗も激しくなり、バッテ
リの寿命を短くします。バッテリが完全に上がる前には、ランプ類
が暗くなったり、エンジンをかけるときのモーターの回りがスムー
ズでなくなったりします。バッテリには寿命がありますので、日頃
の液量点検をしっかりしてバッテリのトラブルを避けましょう。

バッテリ上がり

　遠距離ドライブに出かける前など、まだ燃料があると思っていて
も、まわりの景色に目をうばわれて、知らず知らずのうちに燃料切
れになっていたりします。燃料切れで止まってしまうと、渋滞をま
ねきまわりに迷惑をかけてしまいます。特に高速
道路で止まってしまうのは大変危険であり、大
事故になりかねません。早めに給油を済ませま
しょう。

燃料切れ

　タイヤのパンクやバーストが起きると走行できなくなります。山道
や雨の中でのタイヤ交換作業も大変ですが、高速道路などの路肩で
タイヤ交換をすることになると非常に危険です。ドラ
イブの前には、タイヤの空気圧、亀裂や損傷の有無、
摩耗状態をしっかりチェックしましょう。事前の点
検がトラブルの多くを解消します。

タイヤのパンク・バースト

　狭い路上での対向車をオートバイだと思って走っていると、ヘッ
ド・ランプの片方が切れた乗用車だったりして一瞬ヒヤッとすること
があります。ランプの損傷に気付かず運転すると、対向車が誤認し、
思わぬトラブルに巻き込まれる危険があります。クルマのランプ類
は、自分が周りの状況を確認するためのものや、
他車に対する意思表示をしっかり伝える役割を
果たしているものがあります。点灯の有無を確認
し、レンズの汚れや損傷も調べましょう。

ランプ類の故障

出典：国土交通省ホームページ「安全な自動車に乗ろう！」（https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/02maintenance/before_driving.html）より加工・編集して作成

　使う用途や車種によって違いはありますが、車の維持費は
大きく4つに分類されます。ガソリンなどの燃料費、定期点検・
車検、部品、消耗品などのメンテナンス費、年間の任意保険料、

自動車税も必要になってきます。
　他にも、保管場所によっては駐車場代なども考えられますので、車
を購入する前には、これらも併せて考慮することが大切です。

車の維持費は年間でどのくらい
かかりますか？

車のこと ＆

このページは有料広告ページです 株式会社サイネックスによる編集記事ページです このページは有料広告ページです

愛車の健康法
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